
第１回野津原中学校区統合準備委員会　会議要旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成28年 6月 3日（金）19:00～20:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：野津原市民センター大会議室　　

○出席者23名、欠席者1名

Ⅰ　開会のことば

　事務局 正池参事より開会のことば。

　Ⅱ　出席者自己紹介

　Ⅲ　（仮称）野津原中学校区統合準備委員会規約（案）について

　　　　事務局より、資料2ページと実施計画パンフレットをもとに説明。

　　

　　　★確認事項

　　　　・異議無く承認され、施行期日は平成28年 6月 3日とする。

　

　Ⅳ　会議の傍聴に関する要領（案）について

　　　　事務局より、資料3～5ページをもとに説明。

　　　★確認事項

　　　　・異議無く承認され、施行期日は平成28年 6月 3日とする。

　Ⅴ　委員長、副委員長選出及びあいさつ　

　　　　規約の第4条第1項の規定にもとづき、委員長1名と副委員長3名が承認。委員長、副委

　　　員長より、就任のあいさつ。

　　　★確認事項

　　　　・委員長には東部校区の分藤会長

　　　　・副委員長には中部校区の佐藤会長、西部校区の安藤会長、今市校区の赤星会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が就任。
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　Ⅵ　議事

　　1　経過報告

　　　（1）野津原中学校区適正配置実施計画について

　　　（2）野津原中学校区適正配置実施計画の説明について

　　　　・レジュメをもとに説明。

　2　統合準備委員会の運営について

　　　・レジュメ、資料集６・７ページに沿って説明。

　　

　　　＜ 主な質疑応答・意見 ＞

　　　　※ 学校名・校歌・校章について

　　　　【委　　員】　将来的に小学校と中学校が一体型や併設型になるということを見据えて、

　　　　　　　　　　　公募なりアンケートなりで校名を決めたほうがいいと思う。

　　　　【委 員 長】　現時点で、将来まで見据えて小学校名を考えるのは難しくないか。

　　　　【委　　員】　野津原にたった一つの小学校になるわけであるし、地域の人にも本当に

　　　　　　　　　　　一緒に考えてほしいと思う。今は関係のない世代の方たちも、将来自分

　　　　　　　　　　　の孫が通うことになればその校名を使うことになる。そういったことを

　　　　　　　　　　　考えて、地域住民全体を対象としてはどうか。

　　　　【事 務 局】　碩田中学校区の場合は、地域の方々と保護者の方、あと学校の児童生徒

　　　　　　　　　　　も対象だったため、学校で子どもたちに考えてもらったり、PTA組織を通

　　　　　　　　　　　じて保護者へ、また自治会から地域へお知らせしてもらった。

　　　　　　　　　　　公募するなら用紙は学校、支所などにおくことも考えられる。

　　　　【委 員 長】　公募がよいか、アンケートがよいか。

　　　　【委　　員】　まずは公募をした方がよいと思う。

　　　　【委　　員】　学校は学校を窓口にして保護者や子どもたちに公募をすることができる

　　　　　　　　　　　と思う。あとは、例えば支所に窓口を設けて、一般の方が公募できるよ

　　　　　　　　　　　うな仕組みを作ればいいのではないか。そして、どこに行けば用紙が手

　　　　　　　　　　　に入るとかどこで書けるのかということについて、きちんと発信をすれ

　　　　　　　　　　　ばいいと思う。

　　　　【専門委員】　第２回で方向性を決定すれば、第３回でこの委員会として校名の原案が

　　　　　　　　　　　出来ると思う。それを教育委員会で決定し、来年度の６月議会で条例議

　　　　　　　　　　　案として諮った後、正式な決定ということになる。

　　　　　　　　　　　それ以降であれば校歌の作成に入ることができ、校章のデザインも、デ

　　　　　　　　　　　ザイナーに依頼する方法や公募による方法になったとしても９ヶ月ほど

　　　　　　　　　　　の期間をとることができる。

　　　　【委　　員】　そうなると、第３回の時点で、校歌・校章の方向性も決まるといい。
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　　　　※ 通学環境の整備について

　　　　【専門委員】　通学路については、学校教育課でとりまとめをして、市道であれば大分

　　　　　　　　　　　市の道路建設課や道路維持課、県道であれば県、国道であれば国へ依頼

　　　　　　　　　　　をするということになる。そこで予算をとってもらうところから依頼を

　　　　　　　　　　　するので、早めに改善してほしい箇所の案を学校へ要望として伝えて

　　　　　　　　　　　もらいたい。

　　　　【委 員 長】　通学路がまだ決まっていないのに、ここにガードレールをつけたいなど

　　　　　　　　　　　という話にはならないのではないか。また小学生の通学方法は、徒歩で

　　　　　　　　　　　はなくスクールバス等になると思うのだが。

　　　　【専門委員】　通学路は、現在の野津原中学校の通学路を基本に考えてもらいたい。

　　　　　　　　　　　中学校の通学路で、中学生が通る分には大丈夫だが、小学生が通ると危

　　　　　　　　　　　ないな、というところを考えてほしい。

　　　　【委　　員】　確かに徒歩ではなくスクールバス等の通学支援を受ける子もいるだろう

　　　　　　　　　　　が、もともと東部小の子どもたちは今まで通り徒歩で通学するし、東部

　　　　　　　　　　　小校区内でも、例えば送迎等で車の交通量が増えると危ないな、という

　　　　　　　　　　　箇所はある。そういったところを、例えば道路のスクールゾーンの色分

　　　　　　　　　　　けなどという形で要望すればいいと思う。

　　　　【委　　員】　街灯は設置できないのか。

　　　　【委 員 長】　街灯の電気代は自治会の負担なので、難しいこともあるかもしれない。

　

　　★確認事項

　　　・開催回数は、学期に１回程度とし、次回の第２回は10/27（木）に開催する。

　　　　・第３回は2/28（火）開催予定だが、第２回の際に決定する。

　　　　・会場は、野津原市民センター大会議室を使用する。

　　　　・時間帯は、19：00～20：30とする。

　　　　・広報については、小中学校、こども園の保護者へ広報紙を配布、全世帯についても

　　　　　回覧をする。

　　　　・統合準備委員会の運営について、個別の協議・報告事項をそれぞれの担当で検討し、

　　　　　その内容を統合準備委員会に報告し、検討・承認していくという進め方をすること

　　　　　を確認した。

　　　　・校名については、これから各担当間で協議・検討し、第２回の準備委員会で公募の

　　　　　方法等について、また第３回の準備委員会で校名の決定を目指すことを確認した。

　　　　・通学環境の整備については、現在の中学校の通学路を基本とし、各小中学校区で

　　　　　危険箇所等を早めに検討したうえで、各学校を通して教育委員会へ申請してもらうこ

　　　　　とを確認した。
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　3　その他　　

　　　（1）第２回統合準備委員会の開催案内

 
　　★確認事項

　　　　・第２回の開催案内は、9月中旬頃に委員宛発送することとする。　　　

　Ⅶ　閉会のことば

　 ・佐藤副委員長から閉会のことば。
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